
自衛隊神奈川援護懇話会の第１空挺団降下訓練始め研修支援

隊
間
に
培
わ
れ
た
体
力
、
指
導
力
、
協

懇
話
会
が
主
催
し
た
習
志
野
駐
屯
地
演

に
大
い
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

２
０
０
社
を
超
え
る
企
業
等
に
よ
っ
て

習
場
に
お
け
る
第
１
空
挺
団
降
下
訓
練

当
日
は
、
同
懇
話
会
企
業
１
１
社
２

神奈川県自治体等就職推進連絡会同

活発な意見交換が行われた

艦艇の装備について説明する「やまぎり」水雷長（中川２等海尉）

（
日
）、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
に
お
い
て
、

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

１

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案
内
所

（
所
長　

岡
山
１
海
尉
）
は
、
１
月
２
２
日

部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。

研
修
参
加
者
は
護
衛
艦
「
や
ま
ぎ
り
」
に

乗
艦
し
、
乗
員
の
丁
寧
な
説
明
に
熱
心
に
耳

つ
い
て
の
様
々
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
説
明
す
る
乗
員
の
中
に
は
女
性
自
衛

官
も
い
て
、
参
加
者
は
女
性
自
衛
官
な
ら
で

は
の
苦
労
話
に
興
味
津
々
な
様
子
で
聞
き
入

「
女
性
自
衛
官
っ
て
か
っ
こ
い
い
で
す
ね
」

を
傾
け
、
艦
艇
の
装
備
や
自
衛
官
の
生
活
に

っ
て
い
た
。
研
修
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は

厚
木
市
玉
川
地
区
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の

「
女
性
自
衛
官
の
話
が
聞
け
て
嬉
し
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
非
常
に
有
意

義
な
研
修
と
な
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

護衛艦で活躍する女性自衛官に感動

部
長
松
田
辰
雄　

１
等
海
佐
）
は
、
１

月
８
日
（
日
）、
自
衛
隊
神
奈
川
援
護

同
懇
話
会
は
、
退
職
自
衛
官
が
県
内

各
種
企
業
に
再
就
職
す
る
こ
と
で
、
在

調
性
、
責
任
感
等
を
県
内
産
業
の
発
展

県
内
各
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
、
現
在
、

組
織
さ
れ
、
退
職
自
衛
官
を
積
極
的
に

３
名
が
参
加
し
、
寒
風
が
吹
き
荒
れ
る

る
隊
員
の
厳
し
い
訓
練
を
目
の
当
た
り

や
退
職
自
衛
官
の
就
職
援
助
に
対
す
る

と
の
連
携
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
、
今

な
か
、
各
種
航
空
機
か
ら
空
挺
降
下
す

に
す
る
こ
と
で
、
自
衛
隊
活
動
の
実
情

理
解
を
更
に
深
め
た
様
子
で
あ
っ
た
。

神
奈
川
地
本
は
、「
援
護
協
力
企
業

県
内
の
自
治
体
防
災
・
危
機
管
理
職
員
等
と
防
衛

同
地
本
に
お
い
て
「
平
成
２
８
年
度
神
奈
川
県
自

に
よ
り
、
相
互
の
連
絡
・
協
力
関
係
の
強
化
を
図

２
４
名
（
陸
１
７
名
、
海
７
名
）
が
防
災
・
危
機

大
の
た
め
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
情
報
交
換
の
場

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
同
地
本
が

本
の
隊
員
１
７
名
の
参
加
を
得
て
、
災
害
時
の
県

の
自
治
体
防
災
・
危
機
管
理
職
員
等
の
ほ
か
、
陸

が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
退
職
自
衛
官
を
ぜ
ひ
採

参
加
者
か
ら
は
、「
自
衛
隊
及
び
自
治
体
の
防

危
機
管
理
上
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
意
見
交
換自治体及び自衛隊双方から

「援護協力企業との関係を強化」
い
く
」
と
し
て
い
る
。

後
も
継
続
的
に
部
隊
研
修
を
支
援
し
て

「自治体との連絡・協力関係を強化」
本
会
同
は
、
今
回
が
３
回
目
の
開
催
で
あ
り
、

治
体
等
就
職
推
進
連
絡
会
同
」
を
開
催
し
た
。

等
海
佐　

松
田
辰
雄
）
は
、
１
月
１
０
日
（
火
）、

省
自
衛
隊
関
係
者
と
の
間
で
意
見
交
換
す
る
こ
と

主
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
県
内
の
各
自
治
体
に
は
、
退
職
自
衛
官

管
理
職
員
等
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

り
、
合
わ
せ
て
退
職
自
衛
官
の
自
治
体
へ
の
就
職

・
海
自
援
護
機
関
、
県
隊
区
担
任
部
隊
及
び
同
地

当
日
は
、
退
職
自
衛
官
１
１
名
を
含
む
１
７
名

災
や
危
機
管
理
に
対
す
る
取
り
組
み
を
知
る
こ
と

を
行
っ
た
。

内
に
お
け
る
自
衛
隊
の
態
勢
や
自
治
体
の
防
災
・

用
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

神
奈
川
地
本
は
、「
県
内
自
治
体
と
の
連
携

を
設
け
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

の
強
化
及
び
退
職
自
衛
官
の
自
治
体
へ
の
雇
用
拡

始
め
研
修
を
支
援
し
た
。

受
入
れ
て
い
る
。


